
「変わっていく大切さ」と「変わらない良さ」
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　初冬の候、平素より山桜会の皆さまには、本校教育に対し、
ご理解とご協力をいただき、深く感謝いたしております。今回は
9月に行われました中学校の文化祭の内容を中心に報告をいた
します。
　今年度より追手門学院中学校は全学年「SSクラス」「Sクラス」
の２つのクラスが揃いました。それに伴い、文化祭の演目も2つ
のクラスの特性を活かした発表となりました。
　現在中学校の文化祭は2日間に分けて行われています。初日
（今年は9月12日）は午前中にバザー参加、午後はブラスバンド
部とチアダンス部の発表の後、1年生のクラスの演目発表、2日
目（今年は9月13日）は2年生・3年生のクラスの演目発表です。
舞台発表は両日とも大学の学生会館で行われています。初日に
発表した1年生は「SSクラス」が寸劇を交えたハンドベルの演奏
とコーラス、「Sクラ
ス」がコーラス・ダ
ンス・郡読と、両ク
ラスとも趣向を凝ら
した1年生らしい演
目でした。
　2日目の「SSクラ
ス」の2年生・3年生については、2年生が舞台上での公開ディ
ベート、3年生が寸劇を交えたプレゼンテーションという今まで
の文化祭の演目のイメージを大きく変える発表でした。2年生の
ディベートのテーマは「人工知能は将来必要なのか」。その必要
性について肯定派と否定派に分かれての討論が舞台上で繰り広
げられました。3年生のプレゼンテーションは「少子化問題」「集
団的自衛権」の2つのテーマについて、始めに問題点を寸劇で
表現し、その後、自分たちの考えをパワーポイントを使って発表

しました。いず
れの学年も、こ
の日のために、
そ れ ぞ れ が
iPadや図書館な
どで調べ学習を
行い、非常にレ

ベルの高い発表となっていました。このようなディベートやプレ
ゼン発表は、文化祭に特別に行ったものではなく、総合学習な
どの時間を使って日常的に行われています。その成果発表の場
として位置づけられた演目でした。
　「Sクラス」の2年生・3
年生については追中文化
祭伝統のクラス劇の発表
でした。2年生は「感謝の
気持ちを言葉で伝える」
ことを主題にした劇、3年
生の2クラスはいずれも「家族の絆」を主題にした劇でした。どの
クラスの劇も見ごたえ十分で、非常に完成度の高い舞台発表でした。
　演目の内容は異なりますが、どのクラスも本番直前に幕が下り
た舞台の中から円陣を組んでの掛け声が客席に届いてきました。
そして本番での精一杯の発表後に、やりきった達成感で涙を流
す生徒の姿を目にすると、文化祭を通しての教育の大切さを実
感します。この達成感は、本番までに取り組む過程の密度により
ます。文化祭後のアンケートでは9割以上の生徒が「満足できた」
「仲間と協力できた」「仲間を思いやることができた」と回答して
います。仲間と創り上げる喜び、達成感、協力することの大切さを

体感できるのは追手門学院中学
校の文化祭ならではのものです。
今後も中学文化祭での教育目
標は、演目が変わっていっても
大切に引き継いでまいります。
最後に「追中通信」に掲載された
3年生の感想をお読みください。

　＜3年 B組＞「as one grows ～成長とともに～」
きつい練習を経て、ついに文化祭の当日を迎えた。練習をして
もやはり本番になるとハプニングは起きた。しかし、それをカバー
して、本番は大成功した。皆泣いていた。中学最後の文化祭と
思うと、僕も涙がこぼれそうになった。僕は文化祭というものを
終えて思ったことがある。それは、皆で何かを成し遂げる難しさ
と、その先にある達成感だ。

追手門学院中・高等学校（茨木）校長  住谷　研
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